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令和 6 年第 1 回定例会（ 会期 3 月 4 日～21 日 ）

承認第 １ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 １ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ２ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ３ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ４ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ５ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ６ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ７ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ８ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第 ９ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１１号 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第１８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

専決した事件の承認について（九度山町手数料徴収条例の一部を改
正する条例について）

承認

令和５年度九度山町一般会計補正予算（第８号）について 可決

令和５年度九度山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ
いて

可決

令和５年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 可決

令和５年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について 可決

令和５年度九度山町下水道事業会計補正予算（第３号）について 可決

九度山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例について

可決

九度山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

九度山町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について

可決

九度山町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例について

可決

九度山町税条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

可決

九度山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

可決

九度山町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい
て

可決

九度山町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決

地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

可決

九度山町地域振興交流施設の指定管理者の指定について 可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対
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議案第１９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２０号 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２１号 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議 員
発 議

発議第 １ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

令和６年度九度山町一般会計歳入歳出予算について 可決

令和６年度九度山町国民健康保険特別会計歳入歳出予算について 可決

令和６年度九度山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について 可決

令和６年度九度山町介護保険特別会計歳入歳出予算について 可決

令和６年度九度山町簡易水道事業会計予算について 可決

令和６年度九度山町下水道事業会計予算について 可決

　　九度山　　稲葉　　孝　

　　入郷　　　玉置　成朝

　　河根　　　三浦　　博

　　九度山　　堂ノ浦　進

　　下古沢　　廣田　一恭

　　慈尊院　　上垣　晃一

　　九度山　　新開　　豊

　　椎出　　　前滝　　悟

ガザ攻撃中止と即時停戦に向けた外交努力を求める意見書提出につ
いて

可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対
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選挙第 １ 号 選挙管理委員の選挙について 当選

選挙第 ２ 号 選挙管理委員補充員の選挙について 当選

選 挙

令和 6 年第 1 回定例会（ 会期 3 月 4 日～21 日 ）

令和６年度 一般会計予算の主な事業

¡ 地域おこし協力隊受入サポート業務委託料 ２９９万円

¡ ひきこもり支援事業委託料 ９４万円

¡ 慈尊院集会所新築工事設計業務委託料 ７００万円

¡ 次世代野菜花き産地パワーアップ事業補助金 １００万円

¡ 入郷コミュニティ消防センター空調設備更新工事 １００万円

¡ 下古沢班小型動力消防ポンプ積載車の買換え ６０３万円

¡ 防災用河川ライブカメラ更新業務委託料 ５５０万円

¡ 河根小中学校通学支援タクシー使用料 ２００万円

¡ 世界遺産２０周年記念イベント補助金 ２０００万円
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² 一般会計 予算４６億４５４万円、前年度比６億４８８２万円増

■性質別歳出予算 ■目的別歳出予算

予算の使い方を経費の性質別に分類 予算の使い方を目的別に分類

≪用語説明≫

・扶助費…住民福祉を進めるための経費

・公債費…町債の返済金

・民生費…福祉サービスの経費

※四捨五入の関係で合計や差し引きの金額が合わ

ない場合があります。

² 国民健康保険特別会計

７億６９４６万円 前年度比３９６６万円（５．４％）増

＜歳入＞

¡ 一般被保険者国民健康保険税 1 億 454 万円

税率が改定されます。

所得割 6.70％ 前年度比 0.10 ポイント増

資産割 12.00％ 前年度比 12.00 ポイント減

均等割 変更なし

平等割 変更なし

＜歳出＞

¡ 特定健診委託料 455 万円（前年度比 1 千円減）

人件費 7 億 9883 万円

物件費 9 億 3542 万円

扶助費 2 億 6087 万円

投資的経費 9 億 3785 万円

公債費 4 億 9805 万円

その他 11 億 7353 万円

議会費 5526 万円

総務費 10 億 1739 万円

民生費 7 億 8039 万円

衛生費 2 億 8239 万円

農林業費 1 億 7463 万円

商工費 1 億 1043 万円

土木費 9 億 8170 万円

消防費 2 億 3655 万円

教育費 3 億 5589 万円

災害復旧費 1 億 186 万円

公債費 4 億 9805 万円

その他 1000 万円

令和６年度 町の予算
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² 後期高齢者医療特別会計 ２億１５３５万円、前年度比１１４５万円増

＜歳入＞

¡ 後期高齢者医療保険料 7735万円

保険料改定（２０２４・２５年度）

所得割 １１．０４％ 前年度比１．７１ポイント増（所得58万円未満は10.13％）

均等割 54,428円 前年度比4,111円増

１人あたり平均保険料 75,263円 前年度比10,545円増

※保険料は２月１４日に開かれた和歌山県後期高齢者医療広域連合議会で決定されました。

＜歳出＞

¡ 集団健康診査診察委託料 12万円 前年度比4万円増

¡ 集団健診追加項目委託料 6万円 前年度比1万7千円増

² 介護保険特別会計 ７億３１７３万円 前年度比２５６万円減
＜歳入＞

¡ 第１号被保険者保険料 1億975万円

保険料（２０２４～２６年度）が改定されます。

所得区分 ９段階→１３段階に 第１０～１３段階を新設

第４～９段階 改定なし（保険料据え置き）

＊基準額（第５段階） 69,360円（据え置き）

¡ 第１～３段階の保険料減額

第１段階 31,558円（19,767円） 前年度比3,122円減

第２段階 47,511円（33,639円） 前年度比4,509円減

第３段階 47,858円（47,511円） 前年度比4,162円減

※（ ）内は公費負担による軽減措置後の金額。いずれも年額。

＜歳出＞

¡ 保険給付費 6億4,902万円

² 簡易水道事業会計
収益的支出 １億５０５３万円 前年度比２７９５万円（１５．７％）減
資本的支出 １億２２９０万円 前年度比２６７万円（２．１％）減

¡ 簡易水道事業公営企業会計アドバイザリー業務委託料 440万円

２０２３年度からの公営企業会計移行により会計処理方法が変更。

円滑な会計業務を行なうために、事務処理への指導・助言を受けるための経費。

¡ 河根老朽管更新工事 3,900万円

² 下水道事業会計
収益的支出 １億９８７５万円 前年度比１５６０万円（７．３％）減
資本的支出 １億３６７６万円 前年度比１４３３万円（１１．７％）増

¡ 下水道事業公営企業会計アドバイザリー業務委託料 440万円

２０２３年度からの公営企業会計移行により会計処理方法が変更。

円滑な会計業務を行なうために、事務処理への指導・助言を受けるための経費。

¡ 広域下水道管渠敷設工事 4,000万円

椎出地区農業集落排水を公共下水道に接続するための管渠整備費
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〈賛成１〉  

ひきこもりの状態にある人への支援拡大の「ひきこもり支援事業委託料」、「産後ケ
ア事業委託料」、「産後健康診査扶助」など妊産婦と産後の支援、「地域優良賃貸住

宅建設工事」で新たな公営住宅建設による住環境の整備、昨年６月豪雨で被災の公
共土木施設と農業施設の復旧工事が予算計上されています。福祉、保健、防災、住
宅、教育の事業で、より幅広く町民の福祉向上を目指す予算案になっていることを
評価し、賛成します。  

〈賛成２〉  

世界遺産２０周年記念イベントなど新規事業が積極的に取り入れられた予算案と
なっています。イベントは九度山町をアピールする重要で大切な手段だと思いま
す。イベント予算を他に回せば、という意見がありますが、これは縮小の論理です。
拡大発展の論理で町民の気持ちが前向きになり、知恵や創意工夫が生まれれば、そ
れを行政が取り上げる好循環が生まれます。町が発展していく積極的な予算が組み
込まれていることから賛成します。  

〈賛成３〉  

子ども子育て支援、少子化対策、道路新設改良等は、町民の命とくらしを守る予算
であり賛成です。要望について申し上げます。ふるさと納税増額を期待します。世
界遺産 20 周年記念イベントのような大きなイベントを行なうについては、（時間的
に）余裕ある提案を願います。歳出の徹底した見直しと企業版ふるさと納税の強化
をお願いして、賛成討論とします。  

〈賛成４〉  
世界遺産は、町民全体の宝としないといけないと思います。高野町とも力を合わせ、
財源も工夫しながら世界遺産２０周年記念イベントに取り組まれることは大切な
ことと考えます。以上、賛成討論とします。  

〈反対〉  

資産割が賦課される世帯の多くは保険税額が値下げとなります。しか
し、資産額がない世帯については、所得額０円以外の世帯は値上げとな
ります。九度山町国民健康保険加入世帯の５４％が所得額１００万円以
下です。所得が少なく資産額がない加入者に更なる負担を求めることに
なる税率改定には賛成できません。  

〈反対〉  

２０２４・２５年度の後期高齢者医療保

険料（和歌山県）が１人あたり平均で実

に１０，５４５円もの値上げとなります。

高齢者には重い負担です。高齢者が増え、

医療費が増えるにつれて保険料がどんど

ん引き上げられていきます。これは後期

高齢者医療制度が持つ問題です。後期高

齢者医療制度を廃止し元の老人保健制度

に戻すことを求める立場から、後期高齢

者医療特別会計予算に反対します。  

〈賛成〉  

イスラエルの大規模攻撃により、ガザ地

区は「子どもたちの墓場と化し、人々の

生き地獄となっている」(ユニセフ）と言

われる深刻な危機に直面しています。即

時停戦と人道危機打開のために私たちに

できることは、世論を高め、その力で日

本政府をはじめとした各国政府と国際機

関に緊急の行動をとるよう動かすことで

す。そのために意見書提出への賛同を議

会のみなさんに強く訴えます。  

                               

                               

                             

九度山町国民健康保険税条例の一部を改定する条例  
令和６年度国民健康保険特別会計予算  

一般会計予算  

後期高齢者医療特別会計予算  
ガザ攻撃中止と即時停戦に向けた  

外交努力を求める意見書  

討

論  
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ポ

ー

ト

、

ア

ド

バ

イ

ス
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇

民
生
費

ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
委
託
料

に
つ
い
て

問

委

託

先

の

事

業

所

は

ど

の

よ

う

な

団

体

で

ど

の

よ

う

な

活

動

を

さ

れ

て

ま

す

か
。

答

橋
本
市
の
法
人
で
、
主
に

ひ

き

こ

も

り

の

方

と

精

神

障

が

い

者

の

方

に

対

す

る

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

る

事
業
所
で
あ
り
ま
す
。

問

こ

れ

ま

で

の

九

度

山

町

の

ひ

き

こ

も

り

支

援

と

今

後
の
支
援
に
つ
い
て
。

答

こ

れ

ま

で

は

民

生

委

員

に
協
力
を
お
願
い
し
て
、
ひ

き

こ

も

り

の

方

の

調

査

を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は

引
き
続
き
、
委
託
先
の
事
業

所

と

町

職

員

が

共

同

し

て

家

庭

を

訪

問

す

る

こ

と

を

想
定
し
て
い
ま
す
。

問

医

療

機

関

と

連

携

は

考

え
て
い
ま
す
か
。

答

ま
ず
は
、
訪
問
と
居
場
所

づ
く
り
に
努
め
た
い
。
医
療

機

関

と

の

連

携

は

今

後

検

討
し
て
い
き
た
い
。

九
度
山
町
内
公
園
遊
具

撤
去
工
事
に
つ
い
て

問

老

朽

化

し

た

児

童

公

園

遊
具
（
４
ヶ
所
）
を
撤
去
後
、

新

た

な

遊

具

設

置

予

定

は

あ
り
ま
す
か
。

答

設
置
予
定
は
、
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

〇

衛
生
費

問

産
後
ケ
ア
事
業
委
託
料
、

産
後
健
康
診
査
扶
助
、
新
生

児
聴
覚
検
査
扶
助
、
ハ
イ
リ

ス

ク

妊

産

婦

交

通

支

援

事

業
扶
助
、
生
殖
補
助
医
療
先

進

医

療

費

助

成

事

業

扶

助

の

５

件

の

新

規

計

上

の

政

策
的
理
由
を
尋
ね
ま
す
。

答

以
前
よ
り
、
町
と
し
て
も

検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
国

や

県

か

ら

の

要

請

や

補

助

金

等

が

示

さ

れ

た

事

も

あ

り
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

問

生

殖

補

助

医

療

先

進

医

療

費

助

成

事

業

扶

助

に

つ

い

て

詳

し

い

説

明

を

求

め

ま
す
。

答

不

妊

治

療

の

う

ち

保

険

適

用

外

と

な

っ

て

い

る

先

進

医

療

を

受

け

ら

れ

た

方

へ

の

県

の

補

助

に

上

乗

せ

し

て

町

が

補

助

す

る

も

の

で
す
。

〇

農
林
業
費

病
害
虫
駆
除
対
策
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
（
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
対
策
事
業
）

問

補

助

対

象

の

桜

は

何

本

ぐ
ら
い
で
す
か
。

答

農
地
以
外(

民
地
や
道
路
、

公
園)

の
桜
な
ど

本
程
度

10

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

果
樹(

梅
・
桃)

は
、
補
助

金

対

象

に

な

っ

て

い

ま

せ

ん
が
、
対
応
策
は
あ
り
ま
す

か
。

答

梅
・
桃
な
ど
果
樹
に
つ
い

て

は

県

の

補

助

事

業

の

活

用
と
な
り
ま
す
。

た
め
池
等
整
備
事
業
鍋
谷
池

廃
止
工
事
に
つ
い
て

問

た

め

池

の

水

を

抜

く

こ

と

に

よ

る

周

辺

の

住

宅

へ

の
影
響
は
。

答

そ

の

よ

う

な

影

響

は

想

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

主
な
議
案
・
質
疑
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〇

土
木
費

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
つ
い
て

問

空

き

家

へ

の

入

居

促

進

の
た
め
、
補
助
の
対
象
を
拡

大
し
て
は
。

答

今

後

検

討

材

料

に

は

な

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

〇

教
育
費

河
根
小
中
学
校
通
学
支
援

タ
ク
シ
ー
使
用
料
に
つ
い
て

問

運

行

時

間

は

決

ま

っ

て

い
る
の
で
す
か
。

答

通

常

時

間

は

授

業

時

間

後

１

便

と

中

学

生

の

ク

ラ

ブ

時

間

終

了

後

の

１

便

を

基
本
と
し
て
お
り
、
下
校
時

間
の
変
更
が
あ
る
と
き
は
、

そ

の

都

度

対

応

し

て

い

き

ま
す
。

問

遠

方

か

ら

の

児

童

生

徒

さ
ん
で
も
、
保
護
者
の
方
の

送
迎
が
基
本
で
す
か
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
制

度

が

あ

れ

ば

利

用

し

た

い

と

の

意

向

が

あ

り

４

月

か

ら

タ

ク

シ

ー

運

用

を

考

え

て
い
ま
す
。

問

タ

ク

シ

ー

を

運

行

を

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

事

実

上

ス

ク

ー

ル

バ

ス

的

な

利

用

に

な

る

こ

と

は

な

い

で

す

か
。

答

こ

の

１

年

検

証

し

て

ま

い
り
ま
す
。

世
界
遺
産

周
年
記
念
イ
ベ

20

ン
ト
実
行
委
員
会
補
助
金
に
つ

い
て

問

全

体

像

を

お

尋

ね

し

ま

す
。

答

実
行
委
員
会
形
式
で
、
九

度

山

町

で

伍

芳

さ

ん

の

北

ウ
ー
フ
ァ
ン

川
先
生
に
よ
る
対
談
と
古
筝

こ

そ

う

演
奏
、
岡
山
県
の
遍
照
寺
大

原

住

職

さ

ん

に

よ

る

バ

イ

オ
リ
ン
演
奏
、
宇
崎
竜
童
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
高
野
町

で

南

こ

う

せ

つ

さ

ん

の

コ

ン
サ
ー
ト
、
各
町
で
の
シ
ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

予

定

し

て

お

り
ま
す
。

問

実
行
委
員
会
の
構
成
と
、

実

行

委

員

会

形

式

に

し

た

理
由
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

実

行

委

員

会

は

九

度

山

町
、
高
野
町
、
慈
尊
院
、
丹

生
官
省
符
神
社
、
金
剛
峯
寺
、

南

海

電

鉄

で

構

成

し

て

い

ま
す
。
補
助
金
を
申
請
す
る

場
合
、
実
行
委
員
会
形
式
を

と

る

必

要

が

あ

る

と

い

う

こ
と
で
す
。

問

財
源
は
。

答

ま

ち

づ

く

り

基

金

か

ら

１
３
７
２
万
円
、
一
般
財
源

３
２
８
万
円
、
和
歌
山
県
市

町

村

振

興

協

会

市

町

村

交

付
金
３
０
０
万
円
で
す
。
一

般

財

源

で

措

置

し

て

い

ま

す
が
、
国
や
県
の
補
助
金
を

申
請
し
て
い
ま
す
。

問

学
校
教
育
、
町
民
の
方
に

ど

う

い

う

ふ

う

な

形

で

世

界

遺

産

周

年

記

念

を

落

20

と
し
込
ん
で
い
く
の
か
。

答

子

ど

も

た

ち

に

授

業

の

中

で

従

来

以

上

に

世

界

遺

産

学

習

を

学

ん

で

い

た

だ

き
、
成
果
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に

掲

示

し

多

く

の

来

場

者

に

見

て

い

た

だ

く

な

ど

を

考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
方

に

は

町

広

報

を

通

じ

て

周

知

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す
。

問

計

画

を

立

案

さ

れ

た

の

は
い
つ
で
す
か
。

答

事

業

計

画

に

つ

き

ま

し

て

は

去

年

夏

過

ぎ

ぐ

ら

い

か
ら
計
画
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

問

町

が

給

食

費

を

３

割

負

担

す

る

予

算

と

な

っ

て

い

る
が
、
和
歌
山
県
の
給
食
費

無

償

化

援

助

の

予

算

を

活

用
し
て
、

月
か
ら
無
償
化

10

を
実
施
す
る
考
え
は
。

答

県
と
も
協
議
し
、
予
算
補

正

で

実

施

す

る

こ

と

を

検

討
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問

健

診

等

の

健

康

診

断

の

受

診

者

を

増

や

す

為

の

取

り
組
み
に
つ
い
て
。

答

デ

ー

タ

ヘ

ル

ス

計

画

を

作

成

し

来

年

度

か

ら

６

年

間

の

計

画

を

立

て

て

お

り

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
は
、
来

年

度

に

つ

き

ま

し

て

は

増

額
し
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問

健

康

診

断

受

診

率

を

ア

ッ

プ

す

る

た

め

に

ど

の

よ

う

な

取

り

組

み

を

し

て

い

ま
す
か
。
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答

今

年

度

よ

り

保

健

と

介

護

予

防

の

一

体

化

事

業

を

実
施
。
健
診
受
診
勧
奨
や
九

度

山

町

に

多

い

高

血

圧

に

つ
い
て
、
要
注
意
者
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、
そ

の

状

況

を

保

健

師

が

把

握

し
、
必
要
な
方
に
は
医
療
受

診

等

促

す

事

業

等

を

し

て

お
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問

介

護

保

険

料

の

段

階

が

９

段

階

か

ら

段

階

に

な

13

り
ま
す
が
、
そ
の
影
響
で
、

第

１

号

保

険

料

に

よ

る

収

入
が
、
昨
年
度
と
比
べ
４
５

０

万

の

減

額

と

な

っ

た

の

で
す
か
。

答

保

険

料

率

が

段

階

に

13

増
え
、
低
所
得
者
の
方
の
保

険
料
率
の
減
額
と
、
第
１
号

被

保

険

者

の

人

数

が

減

っ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
第
１

号

保

険

料

に

よ

る

収

入

が

減
っ
て
お
り
ま
す
。

問

介

護

予

防

教

室

等

の

予

防

事

業

を

コ

ロ

ナ

前

の

状

況

に

戻

す

た

め

の

方

針

に

つ
い
て
。

答

介

護

予

防

教

室

へ

の

新

規

加

入

の

呼

び

か

け

を

引

き
続
き
進
め
て
参
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
及
び

下
水
道
事
業
会
計

問

簡

易

水

道

事

業

公

営

企

業

会

計

ア

ド

バ

イ

ザ

リ

ー

業

務

委

託

の

詳

細

な

説

明

に
つ
い
て
。

答

公

営

企

業

で

運

営

し

て

い
く
に
あ
た
り
、
財
務
諸
表

や

予

算

書

の

作

成

に

専

門

的

な

と

こ

ろ

の

ア

ド

バ

イ

ス

を

い

た

だ

く

業

務

内

容

で
す
。

問

会

計

処

理

の

で

き

る

職

員

を

雇

わ

れ

る

方

が

経

費

が

抑

え

ら

れ

る

と

思

う

の

で
す
が
。

答

３

年

間

の

公

営

企

業

会

計

ア

ド

バ

イ

ザ

リ

ー

に

業

務
委
託
中
に
、
職
員
を
育
成

す

る

事

も

業

務

に

含

ま

れ

て
お
り
ま
す
が
、
専
門
的
な

知

識

が

必

要

な

の

で

そ

の

辺

も

含

め

て

今

後

考

え

て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
県
上
勝
町
視
察

令
和
６
年
２
月
１
日
～
２

日
、
徳
島
県
上
勝
町
で

彩

事

い
ろ
ど
り

業
と
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
取

組

に

つ

い

て

視

察

研

修

を

行

な
い
ま
し
た
。

上
勝
町
は
、
人
口
１
３
９
３

人
・
７
２
８
世
帯
の
小
規
模
な

町

で

中

山

間

地

域

に

あ

り

ま

す
。元

々
、
ご
み
収
集
車
が
な
く

野
焼
き
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
（
無

駄
を
無
く
す
）
を
行
な
い
、
ご

み
を
分
別
所
へ
持
っ
て
行
き
、

種

類

に

分

別

に

し

て

い

ま

45す
。
こ
の
宣
言
か
ら

年
、
リ

17

サ

イ

ク

ル

率

が

％

以

上

と

80

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和

年
ま
で
、
み

55

か

ん

が

主

要

な

農

産

物

で

し

た
が
、
翌
年
大
寒
波
に
見
舞
わ

れ
、
み
か
ん
の
木
が
全
滅
し
ま

し
た
。
料
理
の
横
に
添
え
ら
れ

た
「
つ
ま
も
の
」
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
発
案
さ
れ
、
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
（
＝
彩
事
業
）
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
商
品

が
軽
量
で
取
り
扱
い
や
す
く
、

女

性

や

高

齢

者

の

方

で

も

取

り
組
め
ま
す
。
し
か
も
、
年
収

の
安
定
に
つ
な
が
り
、
や
り
が

い
を
持
っ
て
で
き
る
こ
と
で
、

心

身

共

に

健

康

で

い

ら

れ

る

と
の
良
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

視
察
研
修
を
経
て
、
ゼ
ロ
・

ウ

ェ

イ

ス

ト

を

目

指

し

た

ま

ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
一
人
ひ

と

り

の

意

識

改

革

が

必

要

だ

と
感
じ
ま
し
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長

今
井

三
惠
子

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

視察研修の様子
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一
般
質
問
と
答
弁

伊
丹

俊
也

議
員

問
一

「
九
度
山
町
地
域
防
災
計
画
」
の

検
証
・見
直
し
に
つ
い
て

質
問
①

災
害
対
策
基
本
法
は
、
地

域
防
災
計
画
に
つ
い
て
毎
年
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
修
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
３
月
に
改
訂
さ
れ

た
「
九
度
山
町
地
域
防
災
計
画
」
の

検
証
・
見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

町
長

国
の
防
災
基
本
計
画
と
和
歌

山
県
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
内
容
を

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
町
か
ら

石
川
県
能
登
町
へ
派
遣
し
た
職
員
の

意
見
等
も
踏
ま
え
、
計
画
の
改
訂
を

２
０
２
４
年
度
中
に
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
問

昨
年
６
月
の
豪
雨
災
害
を
受

け
て
、
計
画
見
直
し
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
防
災
課
長

県
の
計
画
改
訂
が

最
新
で

年

月
で
し
た
。
国
と

22

11

県
の
計
画
を
基
に
、
町
の
計
画
を
改

訂
す
る
の
で
、
昨
年
６
月
の
豪
雨
災

害
の
反
映
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

去
年
の
豪
雨
災
害
を
記
憶
し

て
い
る
う
ち
に
、
す
る
べ
き
事
を
検

討
し
、
計
画
に
載
せ
る
前
に
総
括
を

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
②

地
域
防
災
計
画
を
作
成
す

る
「
九
度
山
町
防
災
会
議
」
の
構
成

と
活
動
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

町
長

防
災
会
議
の
構
成
は
、
町
職

員
、
伊
都
振
興
局
地
域
振
興
部
長
、

橋
本
警
察
署
長
、
伊
都
消
防
組
合
消

防
長
、
九
度
山
町
消
防
団
長
の

名
20

で
す
。
活
動
状
況
は
、
計
画
改
訂
の

た
め
、
２
０
２
１
年

月
と

年

12

22

３
月
の
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

再
問

女
性
の
視
点
で
計
画
立
案
が

必
要
と
の
観
点
か
ら
、
会
議
に
女
性

が
１
名
な
の
は
い
び
つ
な
構
成
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
防
災
課
長

女
性
の
視
点
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
の
資
料
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後

の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
③

多
様
な
避
難
の
あ
り
方
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
避
難
は

指
定
避
難
所
へ
」
と
い
う
原
則
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

災
害
時
に
、
安
全
な
場
所
に

い
る
人
ま
で
避
難
所
に
い
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
が
軽
微
だ
と

考
え
ら
れ
る
と
き
は
、
在
宅
避
難
も

あ
り
ま
す
。
避
難
先
は
、
安
全
な
知

人
宅
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
も
、
避
難
者

の
安
全
を
考
え
れ
ば
、
行
政
の
目
が

届
き
や
す
く
、
避
難
者
の
健
康
管
理
、

物
資
提
供
な
ど
の
支
援
が
適
切
に
行

え
る
指
定
避
難
所
へ
、
と
い
う
考
え

で
あ
り
ま
す
。

問
二

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

一
部
自
治
体
が
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
試
験
的
に
業

務
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
行
政

へ
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

町
長

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
場
、

個
人
情
報
や
機
密
情
報
漏
洩
の
危
険

性
、
誤
っ
た
情
報
、
倫
理
的
に
問
題

の
あ
る
表
現
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

対
策
が
必
要
な
こ
と
、
利
用
方
法
に

よ
っ
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
な
ど

に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
で
は
活
用
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
他
市
町
村
の
情
報
を
収
集
・
分

析
し
、
法
的
リ
ス
ク
な
ど
を
職
員
に

意
識
さ
せ
る
よ
う
、
周
知
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た
対
話
型
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
人
間
の
質
問
に
対
し
て
、
人
間
の
よ

う
に
自
然
な
回
答
を
す
る
と
注
目
を
集

め
、
利
用
者
数
が
急
増
中
で
す
。
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山
下

晴
夫

議
員

問
一

災
害
時
に
お
け
る

備
蓄
品
、
資
材
等
に
つ
い
て

質
問

災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
品
に

つ
い
て
は
き
り
が
な
い
と
は
思
う
が
、

冷
風
機
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
扇
風
機

等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
が

あ
り
ま
す
。
又
飲
料
水
の
備
蓄
の
代

わ
り
に
浄
水
器
を
設
置
す
る
と
い
う

考
え
は
な
い
で
す
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長

こ
れ
ら
機
材
を
備
蓄
し
て
い

な
い
指
定
避
難
所
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た

浄
水
器
の
設
置
は
、
現
時
点
で
は
導

入
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
二

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て

質
問

大
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、

山
間
部
は
陸
の
孤
島
に
な
る
の
を
想

定
し
て
地
域
防
災
計
画
に
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
活
動
内
容
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
救
急
患
者
の
搬
送
や
被
災

者
の
救
出
、
救
援
物
資
の
搬
送
等
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
肝
心

要
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
で
き

る
場
所
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長

今
後
は
見
直
し
を
行
い
令
和

６
年
度
中
に
明
記
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

再
問

昨
年
４
月
伊
都
消
防
署
が
ド

ロ
ー
ン
隊
を
発
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
資
の
運
べ
る
ド
ロ
ー
ン
が
あ
れ
ば

大
掛
か
り
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
り
小

回
り
が
で
き
る
。
伊
都
消
防
署
と
伊

都
ワ
ン
チ
ー
ム
で
、
そ
う
い
う
ド
ロ

ー
ン
を
装
備
で
き
る
よ
う
な
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

地
域
防
災
課
長

今
後
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
三

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
路
面
標
示
と
看

板
に
つ
い
て

質
問

前
々
回
の
回
答
で
、
今
後
の

安
全
対
策
と
し
て
、
立
て
看
板
横
断

者
注
意
な
ど
の
路
面
標
示
に
つ
い
て

は
県
文
化
遺
産
課
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
の
回
答
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

既
に
車
両
用
・
歩
行
者
用

の
表
示
物
を
設
置
し
安
全
対
策
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
路
面
標
示

に
つ
い
て
は
狭
い
道
、
指
示
看
板
が

置
け
な
い
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
置
く

の
が
目
的
な
の
で
、
必
要
性
は
感
じ

て
い
ま
せ
ん
。

再
問

５
年
８
月

日
に
橋
本
警

18

察
の
交
通
課
長
に
確
認
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、「
流
石
に
こ
の
橋
の
と
こ

ろ
は
危
険
や
な
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

路
面
標
示
に
つ
い
て
は
県
文
化
遺
産

課
も
、
警
察
も
標
示
し
て
も
ら
っ
て

よ
い
、
後
は
道
路
管
理
者
（
九
度
山

町
）
が
や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

教
育
長

町
と
し
て
は
路
面
標
示
が

適
切
で
は
な
く
、
現
在
つ
い
て
い
る

看
板
で
十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
四

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
の
公
費
負
担
が
３
月
末
を
も

っ
て
撤
廃
と
な
り
、
４
月
か
ら
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

令
和
６
年
度
の
コ
ロ
ナ
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
現
在
国
か
ら
は
何

も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
詳
細
が
分

か
り
次
第
、
実
施
方
法
な
ど
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
接
種
に
係
る
費
用

な
ど
は
全
国
の
標
準
を
も
と
に
、
近

隣
の
市
町
の
金
額
を
勘
案
し
な
が
ら

決
定
す
る
予
定
で
す
。

再
問

厚
労
省
に
電
話
す
る
と
補
助

等
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
が
考
え
て

く
れ
た
ら
よ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

九
度
山
町
が
率
先
し
て
や
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

住
民
課
長

自
己
負
担
額
に
つ
い
て

は
全
国
の
標
準
を
も
と
に
近
隣
と
合

わ
せ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
す
。
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前
川

成
巳

議
員

九
度
山
町
役
場
庁
舎
の
耐
震
性
と

安
全
の
確
保
に
つ
い
て

質
問

九
度
山
町
の
庁
舎
は
、
昭
和

年
ま
で
の
旧
耐
震
基
準
、
つ
ま
り

56震
度
５
強
に
耐
え
ら
れ
る
設
計
に
よ

っ
て
、
昭
和

年
に
建
設
さ
れ
た
も

41

の
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、

被
害
の
大
き
い
震
災
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
震
災
に
備
え
、

職
員
や
来
庁
さ
れ
る
住
民
の
方
の
安

全
を
守
れ
る
建
物
に
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長

本
庁
舎
は
、
昭
和

年
に
建

41

設
さ
れ
、
築
後

年
を
経
過
し
、
平

58

成
６
年
に
大
規
模
改
修
を
行
な
っ
た

が
、
平
成

年
度
の
耐
震
診
断
で
は
、

24

１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
全
て
の
階
で

日
本
建
築
防
災
協
会
が
定
め
る
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
の
耐
震

診
断
基
準
で
あ
る
構
造
耐
震
判
定
指

標
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数

は
、
税
法
上
で
は

年
で
す
が
、
物

50

理
的
寿
命
は
一
般
的
に

年
以
上

65

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

平
成

年
６
月
に
役
場
庁
舎
建
設

30

基
金
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
主
に

将
来
の
建
替
え
に
充
当
す
る
目
的
に

設
置
し
ま
し
た
が
、
耐
震
改
修
等
の

改
修
工
事
に
も
充
当
で
き
る
規
定
を

設
け
て
お
り
、
将
来
の
ど
ち
ら
に
も

活
用
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

優
先
順
位
と
し
て
は
、
ま
ず
は
住

民
の
方
々
が
避
難
す
る
施
設
の
整
備

を
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
町
内
各

地
域
に
お
け
る
避
難
所
と
な
る
公
共

施
設
か
ら
、
順
次
、
老
朽
化
対
策
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

再
問

九
度
山
町
地
域
防
災
計
画
の

中
で
、（
地
震
発
生
が
）
想
定
で
、
冬
・

夏

時
・

時
と
な
っ
て
い
ま
す

12

18

が
、
お
昼

時
は
職
員
の
方
が
い
ま

12

す
。震
度
６
強
の
地
震
が
来
た
場
合
、

庁
舎
が
潰
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
何

よ
り
も
大
事
な
の
は
命
な
ん
で
、
や

っ
ぱ
り
本
丸
は
し
っ
か
り
自
助
は
自

分
で
命
を
守
る
。
共
助
は
そ
こ
か
ら

の
話
。
公
助
は
並
行
で
進
ま
な
け
れ

ば
、
緊
急
時
に
は
公
助
も
同
時
に
で

き
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
と
思

い
ま
す
。
耐
震
化
の
考
え
が
あ
る
の

か
見
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
長

役
場
庁
舎
の
耐
震
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
住
民
の
方
が
避
難

す
る
施
設
の
耐
震
化
を
高
め
る
計
画

で
進
め
て
い
ま
す
。
対
策
終
了
後
、

当
然
庁
舎
の
方
の
耐
震
、
も
し
く
は

建
替
え
が
一
番
現
実
的
と
思
い
ま
す
。

地
震
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
で

す
が
、（
耐
震
化
等
を
）
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
住
民
の
皆
様
の

利
用
さ
れ
る
公
共
施
設
の
方
か
ら
順

次
対
策
を
と
り
、
庁
舎
は
、
そ
の
後

に
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
ご
ざ
い
ま

す
。基

金
は
今
８
千
万
程
積
立
て
て

お
り
ま
す
が
、
計
画
的
に
積
立
て
い

く
の
が
本
来
で
あ
り
、
自
己
資
金
は

増
や
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再
問

同
時
進
行
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

早
い
目
に
補
強
な
り
を
す
る
っ
て
い

う
の
も
大
事
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
長

九
度
山
町
の
場
合
、
隣

接
す
る
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
が
業
務

継
続
計
画
の
中
に
、
代
替
施
設
と
し

て
役
場
庁
舎
の
機
能
を
代
わ
り
に
で

き
る
よ
う
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
、
本
庁
舎
は
計
画
的
に
基

金
の
積
立
を
行
っ
た
上
で
建
替
え
、

改
修
、
い
ず
れ
か
の
対
応
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
住
民
の
方
の

公
共
施
設
の
耐
震
老
朽
化
対
策
を
進

め
る
こ
と
が
、
現
在
の
町
の
方
針
で

ご
ざ
い
ま
す
。

再
問

職
員
の
命
も
守
ら
な
あ
か
ん

と
思
い
ま
す
。
い
つ
震
災
が
起
こ
っ

て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

町
長

我
々
公
務
員
の
仕
事
は
、
住

民
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
そ
の
次
は
、
我
々
の
庁
舎
も
当

然
建
替
え
も
含
め
て
考
え
て
い
き
ま

す
。
優
先
順
位
で
い
え
ば
今
じ
ゃ
な

い
。
こ
こ
の
庁
舎
が
耐
え
れ
な
い
の

か
ど
う
か
っ
て
い
う
こ
と
も
含
め
て
。

今
後
も
っ
と
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り

公
務
員
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
大
前
提

で
す
。
そ
の
旨
を
皆
さ
ん
の
肝
に
銘

じ
て
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



こんにちは議会です第 122 号 一般質問

-13-

前
田

彦
尚

議
員

家
屋
の
耐
震
補
強
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て

質
問

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発

生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
土

交
通
白
書
２
０
２
０
に
よ
り
ま
す
と
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
の
地
震
の

年
以
内
の
発
生
確
率
（
２
０
２
０

30年
１
月
時
点
）
が
、

％
～

％

70

80

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島
で
震

度
７
・
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
、
被
災
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
特
徴
は
、
家
屋
の
倒
壊
に

よ
る
圧
迫
死
、
窒
息
死
が
多
い
と
さ

れ
て
お
り
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
火
災

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
が
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

九
度
山
町
地
域
防
災
計
画
地
震

対
策
編
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
、
震
度
６
強
の
場
合
、
家
屋
の

全
壊

戸
、
率
に
し
て
３
％
、
半
壊

68

３
３
０
戸
、
率
に
し
て

％
と
な
っ

14

て
い
ま
す
。
又
死
者
は
４
名
、
重
傷

者
５
名
、
軽
症
者

名
、
閉
じ
込
め

55

者
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
死

亡
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
家
屋
の
倒
壊

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
耐
震
補
強
工

事
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
命
は
助
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
、

国
・
県
に
お
い
て
も
、
住
宅
の
耐
震

補
強
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
町
と
し
て
も
耐
震
補
強

の
取
り
組
み
を
加
速
し
、
町
民
の
命

を
守
る
必
要
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
ま

す
が
、
町
長
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

町
長

地
震
に
よ
り
住
宅
が
倒
壊
す

る
事
で
、
早
期
避
難
や
救
助
活
動
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
、
想
定
さ
れ
る

た
め
住
宅
の
耐
震
性
強
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
国
、
県
と
共
に
住

16

宅
耐
震
化
補
助
制
度
を
進
め
て
お
り
、

現
在
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
耐
震
化

政
策
と
し
て
耐
震
診
断
は
、
平
成
12

年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
に
つ
い
て
自
己
負
担
な
し
、
ま
た

昭
和

年
６
月
以
前
に
建
築
さ
れ

56

た
非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
一
部
自

己
負
担
す
る
こ
と
で
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

そ
の
結
果
、
耐
震
性
が
不
足
す
る

と
判
断
さ
れ
た
住
宅
に
は
、
耐
震
補

強
設
計
・
改
修
工
事
に
最
大
１
１
６

万
６
千
円
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
に
よ
り
住
宅
が
崩
壊
し

て
も
安
全
な
空
間
を
確
保
す
る
も
の

と
し
て
、
耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
費
用
の
３
分
の
２
以
内

又
は
上
限

万
６
千
円
を
補
助
す

26

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
が
行
っ
て
い
る
支
援
制

度
と
し
て
、「
和
歌
山
県
木
造
住
宅
耐

震
改
修
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
あ
り
、

耐
震
性
が
無
い
と
判
断
さ
れ
た
木
造

住
宅
に
対
し
、
各
種
相
談
、
改
修
プ

ラ
ン
や
概
算
工
事
費
の
提
案
な
ど
、

手
助
け
す
る
専
門
家
を
無
料
派
遣
す

る
も
の
で
す
。

町
と
致
し
ま
し
て
は
、
住
宅
耐
震

化
の
様
々
な
補
助
制
度
の
内
容
を
広

報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る

な
ど
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
様
に
は
、
制
度
の
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
引
き
続
き
住

宅
耐
震
化
の
支
援
及
び
啓
発
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
度
山
町
議
会
は
議
会
最
終
日
に
、

「
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
に
向

け
た
外
交
努
力
を
求
め
る
意
見
書
」

の
国
へ
の
提
出
を
全
会
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

n

意
見
書
の
趣
旨

日
本
政
府
に
対
し
「
ガ
ザ
地
区
の

危
機
的
現
実
を
直
視
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
国
際
法
違
反
の
攻
撃
中
止
を
求

め
る
こ
と
、
即
時
停
戦
、
休
戦
を
働

き
か
け
る
外
交
力
を
発
揮
し
、
国
際

法
に
基
づ
く
恒
久
的
解
決
、
和
平
が

図
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
」
す

る
も
の
で
す
。

意

見

書

提
出

‣

提

出

し

た

意

見

書
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2月 17日 令和5年度通常総会（京奈和関空連絡道路建設促進期成同盟会）

29日

3月 4日

8日 河根中学校・九度山中学校 卒業式

11日

12日

13日

15日

18日 河根小学校・九度山小学校 卒業式

19日 九度山幼稚園 卒園式、議会運営委員会

21日

23日 九度山保育所 卒園式

26日

29日

4月 1日 九度山保育所 入園式

5日 議会運営委員会

8日 九度山小学校、河根中学校・九度山中学校 入学式、全員協議会

9日 九度山幼稚園 入園式

15日 議会運営委員会

5月 4日
5日

14日 第76回和歌山県町村議会議長会定期総会

21日
22日

町議会の活動日誌

京奈和関空連絡道路の集いin泉佐野市

議会運営委員会

本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

本会議

議会広報編集委員会

紀州九度山真田まつり

令和6年度全国町村議会議長・副議長研修会（東京）

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

本会議、全員協議会、議会広報編集委員会

本会議、全員協議会

議会広報編集委員会

編

集

後

記

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

寒
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告
げ
暖
か
い
春

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
初
め
の
１
月
１
日
に
能
登
半
島
大
地

震
が
あ
り
ま
し
た
。

能
登
半
島
で
発
生
し
た
大
地
震
の
被
害
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
い
復
興

と
、
安
心
し
て
日
常
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

九
度
山
町
議
会
で
も
、
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

防
災
面
の
話
が
絶
え
ま
せ
ん
。
自
主
防
災
の
備

え
は
と
と
の
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
九
度
山
町
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
実
現
に
向
け
て
、
九
度
山
情
報
公
開
検

討
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
、
近

隣
市
町
へ
の
視
察
や
ネ
ッ
ト
中
継
を
拝
見
し
、

業
者
の
方
に
聞
き
取
り
を
行
な
う
な
ど
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
開
始
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。町

民
の
皆
様
に
見
て
も
ら
い
や
す
い
ネ
ッ

ト
中
継
を
目
指
し
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。皆

様
の
ご
意
見
等
も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

宛先 〒648-0198

九度山町大字九度山1190

議会事務局「議会広報編集委員会」あて

TEL 54-2019（代表）

FAX 54-4705（直通）

mail gikai@town.kudoyama.lg.jp

九度山町議会ホームページQRコード

次回、定例会は６月に予定されています。
日程が決まり次第、ホームページに掲示します。

https://www.town.kudoyama.wakayama.jp/

ご意見･ご要望をお待ちしております

◆石川県志賀町へ義援金を送る◆

今年１月の能登半島地震で被災した石川

県志賀町（本町道の駅と姉妹駅協定を結

んでいます）に、九度山町議会から義援金

13 万円を送りました。

稲岡健太郎・志賀町長より３月５日、義援

金へのお礼をいただきました。


